
新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（令和５年度実施計画分）事業実績及び効果検証

事業始期 事業終期 事業実績

1

価格高騰支援給
付金事業（住民
税非課税世帯等
向け）【低所得者
世帯給付金】

コロナ禍において物価高が続く中で低所得世
帯への支援を行うことで、低所得の方々の生
活を維持する

R5.6.29 R6.2.28 44,940,000 44,940,000

住民税非課税世帯に対し、価格高騰に対しする
支援金を交付することで、負担軽減を図った。
○扶助費
　　　　　　30,000円×1,498件＝44,940,000円

申請書受付し審査完了後、1ヵ月以内に支払うことができ
た。迅速に支払いすることにより、低所得者への緊急支援
へと繋がった。

福祉課

2

価格高騰支援給
付金事業（住民
税非課税世帯等
向け）（事務費）

コロナ禍において物価高が続く中で低所得世
帯への支援を行うことで、低所得の方々の生
活を維持するにあたって必要な事務経費

R5.6.29 R6.2.28 1,345,170 1,345,170

○職員手当（時間外勤務） 　59,634円
○消耗品費　　               　　8,680円
○印刷製本費　　              15,400円
○通信運搬費 　              229,106円
○手数料　　　 　              116,980円
○委託料　　　               　865,370円
　　合計　　　                1,345,170円

申請書受付し審査完了後、1ヵ月以内に支払うことができ
た。迅速に支払いすることにより、低所得者への緊急支援
へと繋がった。

福祉課

3
住民税均等割世
帯価格高騰緊急
支援給付金事業

コロナ禍において物価高が続く中で低所得世
帯への支援を行うことで、低所得の方々の生
活を維持する（事業Ｎｏ１の横出し分）

R5.6.29 R6.8.31 60,000 60,000

住民税均等割世帯に対し、価格高騰に対しする
支援金を交付することで、負担軽減を図った。
○扶助費
　　　　　　30,000円×2件＝60,000円

申請書受付し審査完了後、1ヵ月以内に支払うことができ
た。迅速に支払いすることにより、低所得者への緊急支援
へと繋がった。

福祉課

6

住民税均等割世
帯価格高騰緊急
支援給付金事業
（事務費）

コロナ禍において物価高が続く中で低所得世
帯への支援を行うことで、低所得の方々の生
活を維持する事業Ｎｏ１への横出しを行うに
あたって必要な事務経費

R5.6.29 R6.8.31 856 856

○消耗品費　　　　27円
○印刷製本費　　 85円
○通信運搬費 　524円
○手数料　　　 　220円
　合計　　　　　 　856円

申請書受付し審査完了後、1ヵ月以内に支払うことができ
た。迅速に支払いすることにより、低所得者への緊急支援
へと繋がった。

福祉課

7
生活応援商品券
発行事業

コロナ禍においてエネルギー・食料品価格等
の物価上昇の影響を受けている町民の生活
を支援するため、町内店舗で使用可能な商
品券を発行し、全戸へ配布するもの

R5.10.2 R6.3.19 93,216,008 64,043,559

・委託料：93,216,008円
（内訳）換金資金部分：86,355,300円

商品券配布対象住民：15,867人
商品券事業参加店舗：170店舗
商品券使用率：97.5%
　　　　 事務費部分：6,860,708円

商品券配布により物価上昇の影響を受けている町民生活
を下支えすると共に、消費喚起を図ることで町内事業者の
収益増加の支援を行った。
地元JA系スーパー閉店に伴い当初の使用率目標98.5%を
大きく下回ることも懸念されたが移動販売店舗の参入を認
めることで、実績値は97.5%と僅かな使用率低下で留まっ
た。事業所・住民からは好意的な意見が見られた。

産業観光課
商工観光室

8
畜産経営緊急救済
事業

コロナ禍において飼料価格・物価等の高騰に
より、経営が圧迫されている畜産農家に対
し、緊急的に支援を行うことにより畜産経営
の維持・継続を図るもの

R5.4.1 R6.3.31 4,238,041 4,238,041

・酪農経営支援：1,647,462円　対象農家：2戸
・養鶏経営支援：690,825円　対象農家：1戸
・肉用牛経営支援：736,604円　対象農家：2戸
・繁殖牛経営支援：1,163,150円　対象農家11戸
　合計　4,238,041円

飼料価格、資材・燃料代などの高騰により、経営を圧迫し
ている町内畜産農家に対し、緊急的に支援を行うことによ
り畜産経営の維持・継続に寄与した。
飼料価格、資材・燃料代などの高騰による廃業件数は０
件であり、事業継続につながったと考えられる。

産業観光課

9
障がい児・者施
設等物価高騰対
策支援事業

コロナ禍においてエネルギー、食料品等の価
格高騰の影響を受ける町内の障がい福祉
サービス事業所等を運営する事業者に対し、
提供するサービス種別に応じた支援を行うも
の

R5.7.10 R6.8.25 1,122,000 1,122,000

コロナ過におけるエネルギー・食料品等の価格高
騰の影響を受ける町内の障がい福祉サービス事
業所に対して提供するサービス種別に応じた応
援金を支給した。
対象事業所数　13事業所（7法人）
合計支給額　1,122,000円

物価高騰の影響による事業所廃業件数を0件とすることが
できた。 福祉課

実施計画
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10
子ども食堂等物
価高騰対策支援
事業

コロナ禍においてエネルギー、食料品等の価
格高騰の影響を受ける町内のこども食堂及
びDV被害者等支援施設を運営する事業者の
支援を行うもの

R5.7.10 R6.8.25 51,000 51,000

コロナ過におけるエネルギー・食料品等の価格高
騰の影響を受ける町内のこども食堂・DV被害者
等支援施設に対して応援金を支給した。
対象事業所数　2事業所（1法人）
合計支給額　51,000円

物価高騰の影響による事業所廃業件数を0件とすることが
できた。 福祉課

11
高齢者福祉施設
等物価高騰対策
支援事業

コロナ禍において物価高騰の影響を受ける
一方で収入は原則公定価格で決まっている
など、高騰分を価格転嫁できない町内の高齢
者施設等を運営する事業者に対し、提供する
サービス種別に応じた支援を行うもの

R5.7.10 R5.9.25 6,701,000 6,701,000

町内の高齢者施設等を運営する事業者への応援
金の支給
対象法人数　10法人
合計支給額　6,701,000円

エネルギー、食料品等の価格高騰を起因とする事業の休
止を0日とすることができた。

保健課

12
学校保健特別対
策事業費補助金

小・中学校における新型コロナウイルスの感
染防止を図るため、対策に必要な物品を購
入

R5.4.1 R6.3.25 2,135,252 1,068,252

・消耗品費：1,640,252円
　CO2モニター、網戸、手指用消毒液　他
・備品購入費：495,000円
　空気清浄器
合計　2,135,252円

必要物品を購入し、学校施設における感染症の予防対策
を行うことができた。
児童生徒の新型コロナウイルスによる臨時休業：5日

学校教育課

13
若桜鉄道観光需
要創出事業

コロナ禍において維持・修繕部品の高騰を受
けながらも、安定した経営を継続するため、
アフターコロナに向けた若桜鉄道独自の観光
メニューの実施に対する取り組みを支援す
る。若桜鉄道でしか活用できない希少な車両
DLを利用した観光商品の造成を行うことに
よって、鉄道事業者の営業外収益が確保さ
れることへ支援するもの。（DL車両運転体験
の継続した取り組みへの支援）

R5.6.20 R5.12.12 499,000 499,000

①ＤＬ車両体験メニューの造成と実施
目標数1件→実績2件
②車両貸し切り撮影プランの造成と実施
年間実施目標件数2件→実績4件
委託料：499,000円

①ＤＬ車両体験メニューの造成と実施
・ＳＬ運転体験のノウハウを活用し、ＤＬ車両における社員教育
と整備を行い、2回実施。日本で2両しかない車両の運行は、新
たな鉄道ファンの獲得につながった。
②車両貸し切り撮影プランの造成と実施
若桜駅構内に保存しているＳＬ、ＤＬ以外の希少な車両を活用
し、通常運行ではありえないシチュエーションによる特別感を醸
造。「撮り鉄」向けの団体貸し切りメニューを造成したことで、幅
広い鉄道ファンのニーズに応えた。

企画課

14
若桜鉄道観光列
車ツアー誘客応
援事業

コロナ禍において物価高騰の影響を受けな
がらも重要な社会インフラとして運航を継続
する公共交通事業者を支援するため、新型コ
ロナウイルス感染症拡大により落ち込んだ観
光列車を活用した観光商品について、アフ
ターコロナにおける催行を確保するため、主
に観光シーズンに実施されるツアーに対し、
列車貸切プラン料金の一部を補助する。

R5.6.23 R6.3.27 299,400 299,400

催行予定目標数20件
→年間ツアー催行実績10件
参加者のべ193名
補助金：299,400円

規制が緩和され、個人、団体旅行者の広域的な観光が見
込まれる中、主に観光シーズンに観光列車の貸し切り運
行並びにツアーが催行され、沿線の魅力を幅広い世代の
利用者に発信することができた。

企画課

15
低所得世帯光熱
費助成事業

コロナ禍における物価高騰・原油価格高騰の
影響を受ける低所得世帯を支援するため、光
熱費の上昇分を助成

R5.5.15 R6.1.15 11,630,203 232,748

低所得者世帯に対し、３回に分けて光熱水費助
成金を支給することで負担軽減を図った。
○通信運搬費　                          55,473円
○手数料　　　　　                  　　103,730円
○扶助費
(1,2回目）　17,000円×463世帯=7,871,000円
(3回目）　　15,000円×240世帯=3,600,000円
扶助費計                             11,471,000円
総合計　　　　　　　　　　　　　　　11,630,203円

対象者に計3回に分けて迅速に助成金を支給することで、
物価高騰による負担軽減を図った。

福祉課

166,237,930 124,601,026


